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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコネクタを備えた表示装置と、
　前記表示装置が共通する方向から着脱自在に設置できる載置部が各々設けられた機能の
異なる複数の装置と、
　前記載置部の各々に共通して配設され、前記表示装置が前記載置部に設置された状態に
おいて、前記表示装置の前記第１のコネクタに対を成して電気的に接続される第２のコネ
クタと、
　前記表示装置に配設された第１のバッテリと、
　前記複数の装置の夫々に配設された第２のバッテリと、
　前記表示装置に配設され、前記表示装置が前記複数の装置のいずれかの前記載置部に載
置されると、前記第１のバッテリから前記表示装置が載置された前記装置の前記第２のバ
ッテリへの充電を制御する制御部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記表示装置が係止部を有し、
　前記載置部の各々には、前記係止部に共通して係合する被係止部が配設されていること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記複数の装置のうちの１つが湾曲部を有する内視鏡装置であって、



(2) JP 5430666 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

　前記表示装置のモニタ画面と前記内視鏡装置の前記載置部におけるモニタ載置面とのな
す角が、他の前記装置の前記載置部に前記表示装置が載置されたときの前記モニタ画面と
前記他の装置の前記載置部におけるモニタ載置面とのなす角と異なる角度を有して、前記
表示装置が前記内視鏡装置の前記載置部に設置されることを特徴とする請求項２に記載の
内視鏡システム。
【請求項４】
　前記表示装置は、前記複数の装置に対するモニタ画面の上下左右方向が前記係止部と前
記被係止部の係合によって規定されることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム
。
【請求項５】
　前記表示装置の幅寸法が前記載置部の幅寸法よりも大きいことを特徴とする請求項1か
ら請求項4のいずれか１項に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第２のバッテリの充電容量が所定の閾値以上になった場合、前記第
１のバッテリから前記第２のバッテリへの充電を停止することを特徴とする請求項1から
請求項５のいずれか1項に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記表示装置に配設され、画像データを格納する第１のメモリと、
　前記複数の装置の夫々に配設され、前記画像データを格納する第２のメモリと、
　を具備していることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の内視鏡
システム。
【請求項８】
　前記複数の装置の各々は、前記表示装置が前記載置部に設置時に前記表示装置が固体情
報を認識する固体識別部品を具備することを特徴とする請求項１から請求項７のいずれか
１項に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記表示装置に配設され、画像データを前記表示装置に搭載されたモニタ画面に最適な
画像サイズへ変換して出力するデータ変換部を具備していることを特徴とする請求項1か
ら請求項８のいずれか１項に記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記複数の装置に配設され、画像データを前記表示装置に搭載されたモニタ画面に最適
な画像サイズへ変換して出力するデータ変換部を具備していることを特徴とする請求項１
から請求項８のいずれか１項に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示するモニタ、およびこのモニタを装着自在な複数の装置を有する
内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、工業用内視鏡装置は、例えば、工業プラント、ジェットエンジン内部に挿入
することによって、故障、または不具合があるか否かなどの検査に用いられる。この工業
用内視鏡は、工場、整備場などで持ち運ばれて使用される。
【０００３】
　従来の工業用内視鏡は、検査時に、その場で確認ができるように表示装置であるモニタ
と接続される。例えば、ＪＰ特開２００１－３３０７８４号公報には、持ち運ぶことを可
能とする内視鏡の表示装置が開示されている。この従来の内視鏡の表示装置は、ケーブル
を用いて、工業用内視鏡と接続する別体の装置である。
【０００４】
　ところで、工業用内視鏡装置は、１つの検査場所で目的に適した作業に応じて、機能の
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異なるものが適宜選択され使い分けられて、各種検査に用いられることがある。
【０００５】
　このように、従来では、機能の異なる装置を１つの検査場所で選択使用する場合、選択
した装置毎に適合するモニタを準備する必要があり、検査作業時に複数のモニタを持ち運
ぶ必要があり作業効率が低下するという問題がある。
【０００６】
　また、従来では、使用する装置とモニタとをケーブルを介して接続する必要があり、ケ
ーブルが検査作業の邪魔となることがあり、作業効率が低下するという問題がある。さら
に、検査作業時においては、ユーザは、見易い近傍位置にモニタを置いて使用することが
好ましいが、見易い位置にモニタを設置するスペースが取れない作業場がある場合もあり
、作業効率低下の要因となっていた。
【０００７】
　このように、１つの検査場所で目的に適した作業に応じて、各種機能の異なる工業用内
視鏡装置を選択して使用するとき、従来のモニタと内視鏡装置では作業効率をより向上さ
せる要望がなされている。
【０００８】
　そこで、１つの検査場所で目的に適した作業に応じて、各種機能の異なる工業用内視鏡
装置を選択して使用時に作業効率を向上させる内視鏡システムが望まれていた。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明による一態様の内視鏡システムは、第１のコネクタを備えた表示装置と、前記表
示装置が共通する方向から着脱自在に設置できる載置部が各々設けられた機能の異なる複
数の装置と、前記載置部の各々に共通して配設され、前記表示装置が前記載置部に設置さ
れた状態において、前記表示装置の前記第１のコネクタに対を成して電気的に接続される
第２のコネクタと、前記表示装置に配設された第１のバッテリと、前記複数の装置の夫々
に配設された第２のバッテリと、前記表示装置に配設され、前記表示装置が前記複数の装
置のいずれかの前記載置部に載置されると、前記第１のバッテリから前記表示装置が載置
された前記装置の前記第２のバッテリへの充電を制御する制御部と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施の形態の内視鏡システムの全体構成を示す斜視図
【図２】同、表示装置が軟性内視鏡装置に載置された状態を示す斜視図
【図３】同、表示装置が硬性内視鏡装置に載置された状態を示す斜視図
【図４】同、表示装置がモニタホルダに載置された状態を示す斜視図
【図５】同、表示装置が軟性内視鏡装置、硬性内視鏡装置、またはモニタホルダに載置さ
れた状態を示す断面図
【図６】同、コネクタ部を備える軟性内視鏡装置、硬性内視鏡装置、またはモニタホルダ
を示す正面図
【図７】同、表示装置が軟性内視鏡装置、硬性内視鏡装置、またはモニタホルダに載置さ
れた状態を示す側面図
【図８】同、変形例を示し、表示装置が軟性内視鏡装置に載置された状態を示す側面図
【図９】同、コネクタ部を介して接続された表示装置と軟性内視鏡装置の内部構成を示す
ブロック図
【図１０】同、コネクタ部を介して接続された表示装置と第１の硬性内視鏡装置の内部構
成を示すブロック図
【図１１】同、コネクタ部を介して接続された表示装置と第２の硬性内視鏡装置の内部構
成を示すブロック図
【図１２】同、コネクタ部を介して接続された表示装置と第３の内視鏡装置の内部構成を
示すブロック図
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【図１３】同、コネクタ部を介して接続された表示装置とモニタホルダの内部構成を示す
ブロック図
【図１４】同、表示装置の制御部による処理フローチャート
【図１５】同、図１４のサブ処理を示し、表示装置の制御部による処理フローチャート
【図１６】同、ＬＣＤの表示画面を示す平面図
【図１７】同、フル画面表示モード時のＬＣＤの表示画面を示す平面図、
【図１８】第２の実施の形態に係り、コネクタ部を介して接続された表示装置と軟性内視
鏡装置の内部構成を示すブロック図
【図１９】同、コネクタ部を介して接続された表示装置とモニタホルダの内部構成を示す
ブロック図
【図２０】同、軟性内視鏡装置に載置された表示装置の制御部による処理フローチャート
【図２１】同、モニタホルダに載置された表示装置の制御部による処理フローチャート
【図２２】第３の実施の形態に係り、着脱自在なバッテリを備えた軟性内視鏡装置、硬性
内視鏡装置、表示装置、およびバッテリホルダの構成を示す図
【図２３】同、ＡＣアダプタが接続されたバッテリ内蔵型の軟性内視鏡装置、硬性内視鏡
装置、および表示装置の構成を示す図
【図２４】同、着脱自在な一次バッテリを有し、ＡＣアダプタが接続されたバッテリ内蔵
型の軟性内視鏡装置、硬性内視鏡装置、および表示装置の構成を示す図
【図２５】同、バッテリ内蔵型の軟性内視鏡装置、および硬性内視鏡装置と、ＡＣアダプ
タが接続されたモニタホルダと、表示装置と、の構成を示す図
【図２６】図２４に対応し、軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置さ
れたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャー
ト
【図２７】図２６に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置
されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャ
ート
【図２８】図２７に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置
されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャ
ート
【図２９】図２８に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置
されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャ
ート
【図３０】第１の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置され
たときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート
【図３１】図３０に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置
されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャ
ート
【図３２】図３１に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置
されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャ
ート
【図３３】第２の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置され
たときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート
【図３４】図３１に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置
されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャ
ート
【図３５】第３の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置され
たときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート
【図３６】第４の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置され
たときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート
【図３７】図２５に対応し、モニタホルダに表示装置が載置されたときに、表示装置の制
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御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート
【図３８】図２５に対応し、軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置さ
れたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャー
ト
【図３９】第４の実施の形態に係る表示装置が軟性内視鏡装置に載置された状態を示す斜
視図
【図４０】同、コネクタ部を介して接続された軟性内視鏡装置とモニタホルダの内部構成
を示すブロック
【図４１】同、変形例を示し、コネクタ部を介して接続された軟性内視鏡装置とモニタホ
ルダの内部構成を示すブロック
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図を用いて本発明の内視鏡システムに係る実施の形態について説明する。　
（第１の実施の形態）
　先ず、本発明の第１の実施の形態の内視鏡システムについて説明する。なお、以下の説
明では、工業用に用いられる内視鏡システムを説明するが、勿論、医療用に用いられる内
視鏡システムにも適用可能な構成となっている。
　図１から図８は、本発明の第１の実施の形態に係り、図１は内視鏡システムの全体構成
を示す斜視図、図２は表示装置が軟性内視鏡装置に載置された状態を示す斜視図、図３は
表示装置が硬性内視鏡装置に載置された状態を示す斜視図、図４は表示装置がモニタホル
ダに載置された状態を示す斜視図、図５は表示装置が軟性内視鏡装置、硬性内視鏡装置、
またはモニタホルダに載置された状態を示す断面図、図６はコネクタ部を備える軟性内視
鏡装置、硬性内視鏡装置、またはモニタホルダを示す正面図、図７は表示装置が軟性内視
鏡装置、硬性内視鏡装置、またはモニタホルダに載置された状態を示す側面図、図８は変
形例を示し、表示装置が軟性内視鏡装置に載置された状態を示す側面図、図９はコネクタ
部を介して接続された表示装置と軟性内視鏡装置の内部構成を示すブロック図、図１０は
コネクタ部を介して接続された表示装置と第１の硬性内視鏡装置の内部構成を示すブロッ
ク図、図１１はコネクタ部を介して接続された表示装置と第２の硬性内視鏡装置の内部構
成を示すブロック図、図１２はコネクタ部を介して接続された表示装置と第３の内視鏡装
置の内部構成を示すブロック図、図１３はコネクタ部を介して接続された表示装置とモニ
タホルダの内部構成を示すブロック図、図１４は表示装置の制御部による処理フローチャ
ート、図１５は図１４のサブ処理を示し、表示装置の制御部による処理フローチャート、
図１６はＬＣＤの表示画面を示す平面図、図１７はフル画面表示モード時のＬＣＤの表示
画面を示す平面図である。
【００１２】
　図１に示すように、本実施の形態の内視鏡システム１は、第１の装置であって、軟性の
挿入部１０を備えた軟性内視鏡装置（以下、軟性鏡という）２と、第２の装置であって、
硬性の挿入部２１を備えた硬性内視鏡装置（以下、硬性鏡という）３と、第３の装置であ
る充電装置であってモニタ電源装置のモニタホルダ４と、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモ
ニタホルダ４共通に載置できるモニタ画面であるＬＣＤを備えたモニタ表示装置である表
示装置５と、を有して構成されている。
【００１３】
　軟性鏡２は、上記挿入部１０と、この挿入部１０の基端に配された折れ止め部１４と、
この折れ止め部１４と挿入部１０が前方へ延設され、表示装置５を載置するモニタ載置部
１５と、モニタ載置部１５に連設され、湾曲操作レバー１７を有する湾曲操作部１６と、
湾曲操作部１６の基端から延設する把持部１８と、を有して主に構成されている。なお、
モニタ載置部１５、湾曲操作部１６、および把持部１８は、軟性鏡２における操作部を構
成している。
【００１４】
　挿入部１０は、図示しないＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの撮像装置であるイメージャユニット
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、およびＬＥＤ照明などの照明手段が内蔵された先端部１１と、湾曲操作レバー１７によ
って湾曲指示操作される湾曲部１２と、所定の可撓性を備えた可撓管部１３と、から主に
構成されている。なお、挿入部１０は、可撓管部１３の基端に配された折れ止め部１４を
介して、モニタ載置部１５の前面に連設されている。
【００１５】
　モニタ載置部１５は、上部に表示装置５を載置するために平面形成されたモニタ載置面
１５ａと、このモニタ載置面１５ａに直交した面を有するように段部形成されたモニタ当
接部１５ｂと、を有している。このモニタ載置面１５ａには、表示装置５を固定するため
の２つの係合凹部５５が長手方向に形成されている。
【００１６】
　湾曲操作部１６には、図示しないが、挿入部１０内、およびモニタ載置部１５に挿通す
る複数の湾曲操作ワイヤを電動で牽引弛緩して湾曲部１２を湾曲させる電動湾曲機構が内
蔵されている。なお、電動湾曲機構は、湾曲部１２の湾曲方向を操作する湾曲操作レバー
１７の傾倒に応じて複数の湾曲操作ワイヤを牽引弛緩する。また、把持部１８は、ユーザ
によって把持されるハンドル部を構成している。
【００１７】
　硬性鏡３は、硬質な挿入部２１の先端部分に図示しないＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの撮像装
置であるイメージャユニット、およびＬＥＤ照明などの照明手段が内蔵されている。この
挿入部２１は、折れ止め部２２を介して、モニタ載置部２３の前面に連設されている。
【００１８】
　モニタ載置部２３にも、上部に表示装置５を載置するために平面形成されたモニタ載置
面２３ａを有している。そして、このモニタ載置面２３ａにも、表示装置５を固定するた
めの２つの係合凹部５５が長手方向に形成されている。また、モニタ載置部２３は、モニ
タ載置面２３ａに直交した面を有する凸部２４を有している。なお、モニタ載置部２３の
下面には、設置用の折りたたみ式のスタンド２５が設けられている。
【００１９】
　モニタホルダ４は、下面に設置用の折りたたみ式のスタンド３３が設けられているモニ
タ載置部３１を有し、このモニタ載置部３１には図示しないＡＣアダプタが着脱自在に接
続可能な構成となっている。このモニタ載置部３１にも、上部に表示装置５を載置するた
めに平面形成されたモニタ載置面３１ａを有している。そして、このモニタ載置面３１ａ
にも、表示装置５を固定するための２つの係合凹部５５が長手方向に形成されている。ま
た、モニタ載置部３１も、モニタ載置面２３ａに直交した面を有する凸部３２を有してい
る。
【００２０】
　表示装置５は、筐体部４１を有し、この筐体部４１の上面にモニタ画面であるＬＣＤ４
２、および各種操作スイッチ４３、４４が配設されている。また、筐体部４１は、ＬＣＤ
４２の表示方向の下方と平行な側面に設けられたコネクタ部５１と、ＬＣＤ４２の表示方
向の左方と平行な側面に設けられた凸部４１ａと、を有している。
【００２１】
　この表示装置５は、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４の各装置が共通に載置
自在な構成となっている。換言すると、本実施の形態の内視鏡システム１は、図２から図
４に示すように、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４の各装置が共通の表示装置
５を着脱自在に載置できる構成となっている。
【００２２】
　なお、表示装置５は、背面に設けられた係合凸部５６（図５参照）を、軟性鏡２、硬性
鏡３、またはモニタホルダ４の各装置の夫々のモニタ載置面１５ａ、２３ａ、３１ａに形
成された係合凹部５５に前方から後方へスライドさせるように係入させることで、ユーザ
が所望の装置のモニタ載置面１５ａ、２３ａ、３１ａ上に載置される。
【００２３】
　つまり、表示装置５は、図５に示すように、ＬＣＤ４２が配設された面と反対側となる
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背面に２つの係合凸部５６が長手方向に沿って形成されている。この係合凸部５６は、こ
こでは、突出側が幅広の断面が略３角形状をしている。そして、係合凹部５５は、係合凸
部５６と略同一形状の断面が略３角形状となっている（図６参照）。
【００２４】
　このように、表示装置５は、２つの係合凸部５６が軟性鏡２、硬性鏡３、またはモニタ
ホルダ４の２つの係合凹部５５と係合することで、載置されたモニタ載置面１５ａ、２３
ａ、３１ａ上でＬＣＤ４２の上下左右方向が規定されて固定され、軟性鏡２、硬性鏡３、
またはモニタホルダ４からの脱落が防止される。
【００２５】
　なお、表示装置５に爪などの掛止部を設けて、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホル
ダ４に掛止部が掛止する被掛止部を設けて、ＬＣＤ４２の上下左右方向を規定するように
固定する構成としても良い。さらに、表示装置５にネジ溝を設けると共に、軟性鏡２、硬
性鏡３、またはモニタホルダ４に表示装置５を載置した状態を固定する固定ネジ機構を設
けた、所謂、カメラを取付ネジ固定する三脚台と同様な構成としても良い。
【００２６】
　また、表示装置５は、図５に示すように、筐体部４１が軟性鏡２のモニタ載置部１５の
幅寸法ｄ２よりも大きい幅寸法ｄ１を有し、この幅寸法ｄ１は、硬性鏡３、およびモニタ
ホルダ４の各モニタ載置部２３、３１の幅寸法ｄ３、ｄ４よりも大きい。すなわち、画面
アスペクト比４：３、１６：９などにおける種々のＬＣＤ４２の大きさに応じて表示装置
５の筐体部４１の幅寸法ｄ１を種々変更しても、各モニタ載置面１５ａ、２３ａ、３１ａ
上に表示装置５を載置固定することができるようになっている。
【００２７】
　表示装置５は、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４のモニタ載置面１５ａ、２
３ａ、３１ａにモニタ当接部１５ｂ、または凸部２４、３２の前面と当接するまで、前方
から後方へスライドするように装着されると、後方側の側面に設けられたコネクタ部５１
がモニタ当接部１５ｂ、および凸部２４、３２の前面に夫々設けられたコネクタ部５２と
電気的に接続される。すなわち、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４は、モニタ
当接部１５ｂ、および凸部２４、３２の前面夫々に、表示装置５のコネクタ部５１と対を
成す共通のコネクタ部５２が配設されている。
【００２８】
　また、表示装置５は、図７に示すように、その中心軸（ＬＣＤ４２の表示画面に平行な
軸）Ａとモニタ載置部１５、２３、３１の長手軸（モニタ載置面１５ａ、２３ａ、３１ａ
に平行な軸）Ｂとが平行となるように、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４のモ
ニタ載置部１５、２３、３１上に載置される。
【００２９】
　なお、図８に示すように、軟性鏡２のみ、表示装置５が、その中心軸（ＬＣＤ４２の表
示画面に平行な軸）Ａとモニタ載置部１５の長手軸（モニタ載置面１５ａに平行な軸）Ｂ
とが所定の角度θを有するように、モニタ載置部１５上に載置される構成としても良い。
つまり、モニタ載置面１５ａは、モニタ載置部１５の長手軸Ｂに対して所定の角度θを有
した斜面として形成されている。この軟性鏡２は、湾曲部１２の湾曲操作など、使用時に
ユーザによって把持されるため、ユーザが表示装置５のＬＣＤ４２に正対（目線Ｃ方向が
ＬＣＤ４２の表示画面に略垂直となる状態）するように構成される。
【００３０】
　次に、内視鏡システム１の軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４に表示装置５が
載置された状態における内部構成と電気的な接続について、図９から図１１に基いて、以
下に説明する。
【００３１】
　先ず、軟性鏡２と表示装置５について説明する。　
　図９に示すように、軟性鏡２は、挿入部１０の先端部１１に、例えば、６４０×４８０
サイズ（ＶＧＡ）の表示解像度のイメージャユニット６とＬＥＤ照明７が配設されている
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。また、軟性鏡２には、ＣＣＵ（カメラコントロールユニット）６１と、ＬＥＤドライブ
回路６２と、アングルドライブ回路６３と、固体識別抵抗６４と、が内蔵されている。
【００３２】
　イメージャユニット６は、ＣＣＵ６１と電気的に接続されている。ＣＣＵ６１は、イメ
ージャユニット６への電源および駆動信号の供給、イメージャユニット６の出力信号に各
種映像処理（例：ＡＤ変換、ＣＤＳ、ＰＧＡ、ＲＧＢ補間処理、ガンマ補正、輪郭補正、
ノイズリダクションなど）を施し出力する為のユニットである。また、ＬＥＤ７は、ＬＥ
Ｄドライブ回路６２と電気的に接続されている。ＬＥＤドライブ回路６２は、ＬＥＤに駆
動電源を供給し、ＬＥＤ光量を調整するための電気回路である。なお、アングルドライブ
回路６３は、挿入部１０の湾曲部１２を湾曲操作するための電気回路である。
【００３３】
　表示装置５には、上述したＬＣＤ４２{表示解像度（ＶＧＡ）}の他、着脱自在なバッテ
リ４０と、ビデオエンコーダ４５と、ＪＰＥＧコーデック４６と、ＭＰＥＧ４コーデック
４７と、制御部であるＣＰＵ４８と、第１メモリ４９ａと、第２メモリ４９ｂと、が内蔵
されている。
【００３４】
　ビデオエンコーダ４５は、軟性鏡２のＣＣＵ６１から入力されるイメージャユニット６
が撮像したライブ映像をＬＣＤ４２に表示させる。また、ビデオエンコーダ４５は、ＪＰ
ＥＧコーデック４６、およびＭＰＥＧ４コーデック４７と接続されている。そして、ビデ
オエンコーダ４５は、ＪＰＥＧコーデック４６に接続された第１メモリ４９ａ、またはＭ
ＰＥＧ４コーデック４７に接続された第２メモリ４９ｂに格納（記録）された画像データ
を動画、または静止画としてＬＣＤ４２に表示させる。これらライブ映像、動画、および
静止画の表示選択は、ＣＰＵ４８によって制御されている。
【００３５】
　ＪＰＥＧコーデック４６は、ＣＰＵ４８によって制御され、第１メモリ４９ａに軟性鏡
２のＣＣＵ６１からコネクタ部５１、５２を介して入力されるイメージャユニット６が撮
像した画像データをＪＰＥＧ方式に圧縮して格納（記録）したり、第１メモリ４９ａに格
納されているＪＰＥＧ形式の画像データを読み出したりする。
【００３６】
　また、ＭＰＥＧ４コーデック４７は、ＣＰＵ４８によって制御され、第２メモリ４９ｂ
に軟性鏡２のＣＣＵ６１からコネクタ部５１、５２を介して入力されるイメージャユニッ
ト６が撮像した画像データをＭＰＥＧ４方式に圧縮して格納（記録）したり、第２メモリ
４９ｂに格納（記録）されているＭＰＥＧ４形式の画像データを読み出したりする。
【００３７】
　ＣＰＵ４８は、コネクタ部５１、５２を介して検出した固体識別抵抗６４によって、接
続されている装置、ここでは軟性鏡２を認識して、軟性鏡２に内蔵されたＣＣＵ６１、Ｌ
ＥＤドライブ回路６２、およびアングルドライブ回路６３を駆動制御する。
【００３８】
　次に、表示装置５が載置された状態の硬性鏡３について説明する。　
　図１０に示すように、硬性鏡３は、軟性鏡２と同様に、挿入部２１の先端部分に、例え
ば、６４０×４８０サイズ（ＶＧＡ）の表示解像度のイメージャユニット６ａとＬＥＤ照
明７ａが配設されている。また、硬性鏡３にも、ＣＣＵ（カメラコントロールユニット）
６１ａと、ＬＥＤドライブ回路６２ａと、固体識別抵抗６４と、が内蔵されている。なお
、硬性鏡３は、湾曲部が設けられていないため、湾曲部を湾曲操作するためのアングルド
ライブ回路６３を備えていない。
【００３９】
　ここでもイメージャユニット６ａは、ＣＣＵ６１ａと電気的に接続されている。そして
、ＬＥＤ７ａは、ＬＥＤドライブ回路６２ａと電気的に接続されている。なお、ここでの
固体識別抵抗６４は、硬性鏡３の固体を識別するためのものであって、勿論、上述した軟
性鏡２と同様にＲＦＩＤなどでも良い。



(9) JP 5430666 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

【００４０】
　これらＣＣＵ６１ａ、ＬＥＤドライブ回路６２ａ、および固体識別抵抗６４は、電気的
に接続された対のコネクタ部５１、５２を介して、表示装置５のＣＰＵ４８、およびビデ
オエンコーダ４５と電気的に接続される。
【００４１】
　なお、表示装置５のビデオエンコーダ４５は、ここでは硬性鏡３のＣＣＵ６１ａから入
力されるイメージャユニット６ａが撮像したライブ映像をＬＣＤ４２に表示させる。また
、ビデオエンコーダ４５は、ＪＰＥＧコーデック４６、または、ＭＰＥＧ４コーデック４
７より出力された静止画像、または動画像をＬＣＤ４２に表示させる。ここでも、ＪＰＥ
Ｇコーデック４６は、第１メモリ４９ａに硬性鏡３のＣＣＵ６１ａからコネクタ部５１、
５２を介して入力されるイメージャユニット６ａが撮像した画像データをＪＰＥＧ方式に
圧縮して格納（記録）したり、第１メモリ４９ａに格納されているＪＰＥＧ形式の画像デ
ータを読み出したりする。また、ＭＰＥＧ４コーデック４７は、第２メモリ４９ｂに硬性
鏡３のＣＣＵ６１ａからコネクタ部５１、５２を介して入力されるイメージャユニット６
ａが撮像した画像データをＭＰＥＧ４方式に圧縮して格納（記録）したり、第２メモリ４
９ｂに格納（記録）されているＭＰＥＧ４形式の画像データを読み出したりする。
【００４２】
　そして、ＣＰＵ４８は、コネクタ部５１、５２を介して検出した固体識別抵抗６４によ
って、接続されている装置、ここでは硬性鏡３を認識して、硬性鏡３に内蔵されたＣＣＵ
６１ａ、およびＬＥＤドライブ回路６２ａを駆動制御する。
【００４３】
　なお、表示装置５は、上述の内部構成を備えた硬性鏡３の他、図１１に示すように、Ｌ
ＥＤ照明７ａを備えておらず、このＬＥＤ照明７ａを駆動するＬＥＤドライブ回路６２ａ
が設けられていない硬性鏡３ａや、さらに、図１２に示すように、例えば、３２０×２４
０サイズ（ＱＶＧＡ）の表示解像度のイメージャユニット６ａを備えた硬性鏡３ｂにも載
置可能となっている。なお、以下の説明において、図１０に示した硬性鏡３を第１の硬性
鏡３、図１１に示した硬性鏡３ａを第２の硬性鏡３ａ、および図１２に示した硬性鏡３ｂ
を第３の硬性鏡３ｂとして区別して記載する場合がある。
【００４４】
　次に、表示装置５が載置された状態のモニタホルダ４について説明する。
　図１３に示すように、モニタホルダ４にも、固体識別抵抗６４が内蔵されている。ここ
での固体識別抵抗６４は、モニタホルダ４の固体を識別するためのものであって、勿論、
上述した軟性鏡２、および硬性鏡３と同様にＲＦＩＤなどでも良い。
【００４５】
　そして、モニタホルダ４には、コネクタ部５１、５２を介して表示装置５内のバッテリ
４０と電気的に接続され、このバッテリ４０を充電するバッテリ充電回路６５が内蔵され
ている。なお、このモニタホルダ４には、上述したように、図示しない着脱自在なＡＣア
ダプタが接続される。ＡＣアダプタは充電回路駆動の為の電力を供給する。なお、実施例
では、システムへの電力供給源であるバッテリが表示装置５に搭載されているが、軟性鏡
２、硬性鏡３（３ａ，３ｂ）、モニタホルダ４に搭載される形態であっても良い。
【００４６】
　以上のように構成された、本実施の形態の内視鏡システム１は、表示装置５が軟性鏡２
、または硬性鏡３（３ａ、３ｂ）に載置され、コネクタ部５１、５２を介して電気的に接
続された装置の固体識別抵抗６４を表示装置５のＣＰＵ４８が認識する。このときに、表
示装置５のＣＰＵ４８は、軟性鏡２、または硬性鏡３（３ａ、３ｂ）に応じて、図１４、
および図１５に示すフローチャートに基いた制御例を実行する。
【００４７】
　具体的には、先ず、表示装置５は、軟性鏡２、または硬性鏡３（３ａ、３ｂ）の何れか
に載置されると、図１４に示すように、ＣＰＵ４８がコネクタ部５１、５２を介して、接
続された装置の固体識別抵抗６４の抵抗値を認識する（Ｓ１）。
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【００４８】
　次に、ＣＰＵ４８は、認識した固体識別抵抗６４の抵抗値から、軟性鏡２と接続された
か否かを判定する（Ｓ２）。このとき、ＣＰＵ４８は、固体識別抵抗６４の抵抗値が軟性
鏡２であると判定すると、軟性鏡２のＣＣＵ６１、ＬＥＤドライブ回路６２、およびアン
グルドライブ回路６３への電源供給制御を実施し、ＬＣＤ４２にイメージャ出力をフル画
面表示して（Ｓ３）、処理を終了する。
【００４９】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ２の処理で、固体識別抵抗６４の抵抗値が軟性鏡２で
ないと判定した後、次いで、第１の硬性鏡３と接続されたか否かを判定する（Ｓ４）。こ
のとき、ＣＰＵ４８は、固体識別抵抗６４の抵抗値が第１の硬性鏡３であると判定すると
、第１の硬性鏡３のＣＣＵ６１ａ、およびＬＥＤドライブ回路６２ａへの電源供給制御を
実施し、軟性鏡２に対応するアングルドライブ回路６３への電源供給は遮断して、ＬＣＤ
４２にイメージャ出力をフル画面表示して（Ｓ５）、処理を終了する。
【００５０】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ４の処理で、固体識別抵抗６４の抵抗値が第１の硬性
鏡３でないと判定した後、次いで、第２の硬性鏡３ａと接続されたか否かを判定する（Ｓ
６）。このときも、ＣＰＵ４８は、固体識別抵抗６４の抵抗値が第２の硬性鏡３ａである
と判定すると、第２の硬性鏡３ａのＣＣＵ６１ａ、およびＬＥＤドライブ回路６２ａへの
電源供給制御を実施し、軟性鏡２に対応するアングルドライブ回路６３への電源供給は遮
断して、ＬＣＤ４２にイメージャ出力をフル画面表示して（Ｓ７）、処理を終了する。
【００５１】
　そして、ＣＰＵ４８は、ステップＳ６の処理で、固体識別抵抗６４の抵抗値が第２の硬
性鏡３ａでないと判定した後、次いで、第３の硬性鏡３ｂと接続されたか否かを判定する
（Ｓ８）。ここでは、ＣＰＵ４８は、固体識別抵抗６４の抵抗値が第３の硬性鏡３ｂであ
ると判定すると、第３の硬性鏡３ｂのＣＣＵ６１ａへの電源供給制御を実施し、ＬＥＤド
ライブ回路６２ａ、および軟性鏡２に対応するアングルドライブ回路６３への電源供給を
遮断する。さらに、ＣＰＵ４８は、ＬＣＤ４２のイメージャ出力に所定の処理を施してＬ
ＣＤ４２に表示し（Ｓ９）、処理を終了する。
【００５２】
　なお、ＣＰＵ４８は、ステップＳ８の処理で、固体識別抵抗６４の抵抗値が第３の硬性
鏡３ａでないと判定した場合、処理を終了する。
【００５３】
　以上のように、本実施の形態の内視鏡システム１は、表示装置５のＣＰＵ４８によって
、表示装置５が載置されて接続された軟性鏡２、または硬性鏡３（３ａ、３ｂ）に応じて
、軟性鏡２、または硬性鏡３（３ａ、３ｂ）の内部構成への電源供給を制御している。こ
れにより、内視鏡システム１は、表示装置５が接続された軟性鏡２、または硬性鏡３（３
ａ、３ｂ）における必要な電気構成のみに電源供給を行なうため、消費電力効率が良く、
省電力の構成とすることができる。
【００５４】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ９の処理において、図１５に示すように、ＶＧＡの表
示領域を有するＬＣＤ４２の表示領域に対して、第３の硬性鏡３ｂが備えるＱＶＧＡの表
示解像度のイメージャユニット６ａでは、画素数が低いと判断する（Ｓ１１）。そして、
ＣＰＵ４８は、現在のモードがフル画面表示モードであるか否かを判定する（Ｓ１２）。
なお、表示装置５は、複数の操作スイッチ４３、４４（図１～図４参照）のうちの何れか
を操作することで、ＬＣＤ４２に表示する表示領域をフル画面表示モードにモード変更で
きる構成となっている。
【００５５】
　ＣＰＵ４８は、ステップＳ１２の処理で、フル画面表示モードでないと判定すると、図
１６に示すように、イメージャユニット６ａの表示解像度（ＱＶＧＡ）と同などサイズで
イメージャユニット６ａの出力をＬＣＤ４２に表示し、有効画素領域４２ａ以外をマスク
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する（Ｓ１３）。そして、ＣＰＵ４８は、再度、ステップＳ１２の処理に戻る。
【００５６】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ１２の処理で、フル画面表示モードであると判定する
と、図１７に示すように、イメージャユニット６ａの有効画素領域４２ａをＬＣＤ４２の
表示画面に応じてアップスケーリングして表示させる（Ｓ１４）。そして、ＣＰＵ４８は
、再度、ステップＳ１２の処理に戻る。
【００５７】
　このように、表示装置５は、フル画面表示モードに設定されていれば、例えば、ＱＶＧ
Ａの表示解像度の有効画素しかない撮影画像を、ＶＧＡの表示解像度のＬＣＤ４２の表示
画面に（アップスケーリングして）自動でフル画面として表示させることができる。
【００５８】
　以上に説明したように、本実施の形態の内視鏡システム１は、機能の異なる複数の装置
である、ここでの軟性鏡２、硬性鏡３（３ａ、３ｂ）、またはモニタホルダ４を有し、こ
れら各装置に共通する（同一の）方向から載置することができる共通の表示装置５を有し
た構成となっている。つまり、ユーザは、表示装置５が正対する共通した方向から、表示
装置５を軟性鏡２、硬性鏡３（３ａ、３ｂ）、またはモニタホルダ４に載置することがで
きる。
【００５９】
　これにより、湾曲部を有する軟性鏡２のような高機能内視鏡、各硬性鏡３、３ａ、３ｂ
のような低機能内視鏡、および充電機能を備えたモニタホルダ４を用いることで、ユーザ
は、検査目的に適した作業、つまり、軟性の挿入部で湾曲部があった方が検査し易い場所
や、硬質な挿入部のほうが検査し易い場所に応じて装置を使い分けることができる。さら
に、ユーザは、作業現場にて表示装置５をモニタホルダ４に載置して撮影した映像を確認
しながら、表示装置５を充電することもできる。
【００６０】
　また、ユーザは、検査作業中に表示装置５を軟性鏡２、硬性鏡３（３ａ、３ｂ）、また
はモニタホルダ４に載置した状態で検査を行なえるため、各装置の各種操作を表示装置５
から目を離すことなく行なえる。　
　以上の結果、本実施の形態の内視鏡システム１は、作業現場における検査効率を向上さ
せることができる。
【００６１】
（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態の内視鏡システムについて説明する。なお、以下、上
述した第１の実施の形態の内視鏡システム１と同一の構成要素については、同じ符号を用
いてそれら構成要素の具体的な説明を省略する。
　また、図１８から図２１は、本発明の第２の実施の形態に係り、図１８はコネクタ部を
介して接続された表示装置と軟性内視鏡装置の内部構成を示すブロック図、図１９はコネ
クタ部を介して接続された表示装置とコネクタホルダの内部構成を示すブロック図、図２
０は軟性内視鏡装置に載置された表示装置の制御部による処理フローチャート、図２１は
モニタホルダに載置された表示装置の制御部による処理フローチャートである。
【００６２】
　図１８に示すように、本実施の形態の軟性鏡２は、内部にＣＣＵ６１からイメージャユ
ニット６ａが撮像した画像データが転送されるＪＰＥＧコーデック６６と、このＪＰＥＧ
コーデック６６によってＪＰＥＧ方式に圧縮された画像データを格納（記録）する第３の
メモリ６８ａと、ＣＣＵ６１からイメージャユニット６ａが撮像した画像データが転送さ
れるＭＰＥＧ４コーデック６７と、このＭＰＥＧ４コーデック６７によってＭＰＥＧ４方
式に圧縮された画像データを格納（記録）する第４のメモリ６８ｂと、が配設されている
。なお、これらＪＰＥＧコーデック６６、第３のメモリ６８ａ、ＭＰＥＧ４コーデック６
７、および第４のメモリ６８ｂは、硬性鏡３（３ａ、３ｂ）の内部に設けられていても良
い。
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【００６３】
　そして、本実施の形態のモニタホルダ４には、ＪＰＥＧ方式、またはＭＰＥＧ４方式で
圧縮された画像データを格納（記録）する第５のメモリ６９が配設されている。この第５
のメモリ６９は、コネクタ部５１、５２を介して、表示装置５のＣＰＵ４８を介して、Ｊ
ＰＥＧコーデック４６とＭＰＥＧ４コ－デック４７と電気的に接続される。
【００６４】
　以上のように構成された本実施の形態の本実施の形態の内視鏡システム１においては、
表示装置５が軟性鏡２、またはモニタホルダ４に載置され、コネクタ部５１、５２を介し
て電気的に接続された装置の固体識別抵抗６４を表示装置５のＣＰＵ４８が認識して、表
示装置５のＣＰＵ４８が軟性鏡２、またはモニタホルダ４に応じて、図２０、および図２
１に示すフローチャートに基いた制御例を実行する。
【００６５】
　具体的には、図１８に示したように、表示装置５が軟性鏡２に載置された状態において
、図１４に示したフローチャートの制御例に加え、図２０に示すように、ステップＳ３の
処理の後、表示装置５のＣＰＵ４８は、静止画、動画記録先選択がマニュアルモードであ
るか否かを判定する（Ｓ２１）。なお、本実施の形態の内視鏡システム１は、表示装置５
の複数の操作スイッチ４３、４４（図１～図４参照）のうちの何れかを操作することで、
静止画、動画記録先選択をマニュアルモードかオート（自動）モードに選択することがで
きる構成となっている。
【００６６】
　ステップＳ２１の処理において、ＣＰＵ４８は、静止画、動画記録先の選択がマニュア
ルモードでないと判断すると、軟性鏡２の第３のメモリ６８ａ、または第４のメモリ６８
ｂに格納（記録）されている画像データを表示装置５の第１のメモリ４９ａ、または第２
のメモリ４９ｂに転送する（Ｓ２２）。
【００６７】
　このとき、ＣＰＵ４８は、第１のメモリ４９ａ、または第２のメモリ４９ｂのメモリ残
量があるか（＞０/ゼロ）否か（＝０/ゼロ）を判定している（Ｓ２３）。メモリ残量がな
い（＝０/ゼロ）場合、ＣＰＵ４８は、画像データの転送を停止して（Ｓ２４）、処理を
終了する。一方、メモリ残量がある（＞０/ゼロ）場合、ＣＰＵ４８は、ステップＳ２２
に戻り、処理を継続する。
【００６８】
　また、ステップＳ２１の処理において、ＣＰＵ４８は、静止画、動画記録先の選択がマ
ニュアルモードであると、静止画、動画記録先が軟性鏡２に選択されているか否かを判定
する（Ｓ２５）。
【００６９】
　このステップＳ２５の処理において、ＣＰＵ４８は、静止画、動画記録先の選択が軟性
鏡２と判断すると、イメージャユニット６ａが撮像した画像データを軟性鏡２の第３のメ
モリ６８ａ、または第４のメモリ６８ｂに格納（記録）する（Ｓ２６）。静止画、動画記
録先の選択が軟性鏡２でない場合、ＣＰＵ４８は、表示装置５の第１のメモリ４９ａ、ま
たは第２のメモリ４９ｂに格納（記録）して（Ｓ２７）、処理を終了する。
【００７０】
　一方、ステップＳ２５の処理において、ＣＰＵ４８は、静止画、動画記録先の選択が軟
性鏡２ではないと判断すると、イメージャユニット６ａが撮像した画像データを表示装置
５の第１のメモリ４９ａ、または第２のメモリ４９ｂだけに格納（記録）して（Ｓ２７）
、処理を終了する。
【００７１】
　また、図１９に示したように、表示装置５がモニタホルダ４に載置された状態において
、図１４に示したフローチャートのステップＳ１の処理の後、表示装置５のＣＰＵ４８は
、認識した固体識別抵抗６４の抵抗値から、モニタホルダ４と接続されたか否かを判定す
る（Ｓ３１）。なお、ＣＰＵ４８は、モニタホルダ４と接続されていないと判断すると、
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図１４に示したフローチャートのステップＳ２の処理に移行する。
【００７２】
　ＣＰＵ４８は、モニタホルダ４と接続されたと判断すると、表示装置５の第１のメモリ
４９ａ、または第２のメモリ４９ｂに格納（記録）されている画像データをモニタホルダ
４の第５のメモリ６９に転送する（Ｓ３２）。
【００７３】
　このとき、ＣＰＵ４８は、第５のメモリ６９のメモリ残量があるか（＞０）否か（＝０
）を判定している（Ｓ３３）。メモリ残量がない（＝０）場合、ＣＰＵ４８は、画像デー
タの転送を停止して（Ｓ２４）、処理を終了する。一方、メモリ残量がある（＞０）場合
、ＣＰＵ４８は、ステップＳ３２に戻り、処理を継続する。
【００７４】
　以上に説明したように、本実施の形態の内視鏡システム１は、軟性鏡２に第３、および
第４のメモリ６８ａ、６８ｂ、およびモニタホルダ４に第５のメモリ６９を設けて、表示
装置５の他に、画像データを格納（記憶）できる構成としている。
【００７５】
　このような構成とすることで、内視鏡システム１は、第１の実施の形態の効果に加え、
検査時において、表示装置５内の第１のメモリ４９ａ、または第２のメモリ４９ｂの過去
に撮影した画像データを軟性鏡２内の第３、および第４のメモリ６８ａ、６８ｂ、または
モニタホルダ４内の第５のメモリ６９に転送して、第１のメモリ４９ａ、または第２のメ
モリ４９ｂのメモリ残量を確保することができる構成となる。
【００７６】
　なお、軟性鏡２内の第３、および第４のメモリ６８ａ、６８ｂ、またはモニタホルダ４
内の第５のメモリ６９に格納（記憶）された画像データは、表示装置５のＣＰＵ４８によ
って読み込んで、ＬＣＤ４２に表示させることによって、過去に検査した同一被検対象物
の画像と現状の画像とを見比べることができるなどの利点がある。
【００７７】
（第３の実施の形態）
　次に、本発明の第３の実施の形態の内視鏡システムについて説明する。なお、ここでも
以下、上述した第１の実施の形態の内視鏡システム１と同一の構成要素については、同じ
符号を用いてそれら構成要素の具体的な説明を省略する。　
　また、図２２から図３８は、本発明の第３の実施の形態に係り、図２２は着脱自在なバ
ッテリを備えた軟性内視鏡装置、硬性内視鏡装置、表示装置、およびバッテリ充電器の構
成を示す図、図２３はＡＣアダプタが接続されたバッテリ内蔵型の軟性内視鏡装置、硬性
内視鏡装置、および表示装置の構成を示す図、図２４は着脱自在な一次バッテリを有し、
ＡＣアダプタが接続されたバッテリ内蔵型の軟性内視鏡装置、硬性内視鏡装置、および表
示装置の構成を示す図、図２５はバッテリ内蔵型の軟性内視鏡装置、および硬性内視鏡装
置と、ＡＣアダプタが接続されたモニタホルダと、表示装置５と、の構成を示す図、図２
６は図２４に対応し、軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置されたと
きに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート、図
２７は図２６に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置され
たときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート
、図２８は図２７に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置
されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャ
ート、図２９は図２８に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が
載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフロー
チャート、図３０は第１の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が
載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフロー
チャート、図３１は図３０に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装
置が載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフ
ローチャート、図３２は図３１に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表
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示装置が載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示
すフローチャート、図３３は第２の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表
示装置が載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示
すフローチャート、図３４は図３１に続く処理の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置
に表示装置が載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例
を示すフローチャート、図３５は第３の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置
に表示装置が載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例
を示すフローチャート、図３６は第４の変形例の軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置
に表示装置が載置されたときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例
を示すフローチャート、図３７は図２５に対応し、モニタホルダに表示装置が載置された
ときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート、
図３８は図２５に対応し、軟性内視鏡装置、または硬性内視鏡装置に表示装置が載置され
たときに、表示装置の制御部が実施するバッテリを充電する制御例を示すフローチャート
である。
【００７８】
　本実施の形態においては、表示装置５の他、軟性鏡２、硬性鏡３、またはモニタホルダ
４に電源供給用のバッテリを設けた種々の構成について説明する。　
　先ず、図２２に示すように、軟性鏡２、および硬性鏡３が着脱自在なバッテリ７１を有
し、モニタホルダ４も着脱自在なバッテリ７２を有した構成となっている。
【００７９】
　これらバッテリ７１、７２は、共通のバッテリ充電器７０によって、充電可能な構成と
なっている。なお、このバッテリ充電器７０は、着脱自在な給電用のＡＣアダプタ７０ａ
と接続される。
【００８０】
　このように、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４に電源供給用のバッテリ７１
、７２を設けることで、表示装置５のバッテリ４０（図９など参照）に加え、システム全
体の蓄電容量を増やすことができるため、使用（検査）を長時間で行なうことができる。
【００８１】
　また、図２３に示すように、軟性鏡２、および硬性鏡３が内蔵型のバッテリ７１ａを有
し、モニタホルダ４も内蔵型のバッテリ７２ａを有した構成としても良い。そして、軟性
鏡２、および硬性鏡３には、給電用のＡＣアダプタ７３が接続自在で、モニタホルダ４も
給電用のＡＣアダプタ７４が接続自在となっている。なお、軟性鏡２、硬性鏡３、および
モニタホルダ４には、電源に接続されたＡＣアダプタ７３、７４からの電源供給によって
、バッテリ充電機能（不図示）が内蔵されている。
【００８２】
　このような構成としても、上述と同様に、システム全体の使用（検査）を長時間で行な
うことができる他、上述のバッテリ充電器７０が不要となるばかりか、検査する場所で商
用電源が取れる場合には、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４がＡＣアダプタ７
３、７４を介して電源供給駆動することができる。
【００８３】
　さらに、図２４に示すように、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４は、図２２
に示した着脱自在なバッテリ７１、７２と、図２３に示した内蔵型のバッテリ７１ａ、７
２ａと、着脱自在なＡＣアダプタ７３、７４と、を共に有した構成としても良い。このよ
うな構成とすることで、軟性鏡２、硬性鏡３、およびモニタホルダ４は、着脱自在なバッ
テリ７１、７２がバッテリ切れを起しても、バッテリ７１、７２を充電しながら、内蔵型
のバッテリ７１ａ、７２ａにより駆動することができるため、検査を中断する必要がなく
、継続して検査が可能となる。
【００８４】
　また、図２５に示すように、軟性鏡２、および硬性鏡３は、内蔵型のバッテリ７１ａを
有した構成として、表示装置５のバッテリ４０から内蔵型のバッテリ７１ａを充電する構
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成としても良い。つまり、表示装置５は、モニタホルダ４への載置時にバッテリ４０が充
電される。
【００８５】
　このような構成としては、例えば、爆発性雰囲気下において、軟性鏡２、または硬性鏡
３を使用する場合、軟性鏡２、または硬性鏡３は、電気的な接点が外部に出ている構成が
好ましくない。つまり、例えば、軟性鏡２、または硬性鏡３において、ＡＣアダプタを接
続するプラグが露出した構成が好ましくない。また、ＡＣアダプタを使用する場合、軟性
鏡２、または硬性鏡３を防爆構造にしなければならないといった制約が生じるため、図２
５５に示すように検査時にＡＣアダプタによる給電を避ける構成としたほうが良い。その
ため、表示装置５が軟性鏡２、または硬性鏡３に載置されると、表示装置５内の十分に電
荷が蓄えられたバッテリ４０から軟性鏡２、または硬性鏡３内のバッテリ７１ａに充電さ
れるようになっている。
【００８６】
　ここで、図２４に示した、軟性鏡２、または硬性鏡３に表示装置５が載置されたときに
、図２６から図２９のフローチャートに示す処理に従って、表示装置５のＣＰＵ４８が実
施する着脱自在なバッテリ７１と、内蔵型のバッテリ７１ａを充電する制御例について、
以下に説明する。　
　なお、以下の説明において、内蔵型のバッテリ７１ａを第１のバッテリ７１ａとし、着
脱自在なバッテリ７１を第２のバッテリ７１としている。なお、ここでは軟性鏡２、また
は硬性鏡３は、ＡＣアダプタ７３、７４が商用電源に接続された状態である。
【００８７】
　先ず、軟性鏡２、または硬性鏡３に表示装置５が載置されると、表示装置５のＣＰＵ４
８は、コネクタ部５１、５２を介して、接続された装置の固体識別抵抗６４の抵抗値を認
識する（Ｓ４１）。そして、ＣＰＵ４８は、接続された軟性鏡２、または硬性鏡３に第１
のバッテリ７１ａが搭載されているか否を判断する（Ｓ４２）。
【００８８】
　ＣＰＵ４８は、軟性鏡２、または硬性鏡３に第１のバッテリ７１ａが搭載されていない
場合、第２のバッテリ７１を充電制御する（Ｓ４３）。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバ
ッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ４４）。な
お、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステ
ップＳ４３に戻る処理を行なう。
【００８９】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上になると、
第２のバッテリ７１の充電制御を停止して（Ｓ４５）、全ての処理を終了する。
【００９０】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ４２の処理において、軟性鏡２、または硬性鏡３に第
１のバッテリ７１ａが搭載されていると判断すると、図２７に示すように、第２のバッテ
リ充電優先モードに選択（設定）されているか否かの判定を行なう（Ｓ４６）。なお、こ
の第２のバッテリ充電優先モードは、ユーザによって、複数の操作スイッチ４３、４４（
図１～図４参照）のうちの何れかを操作することで、設定できる構成となっている。
【００９１】
　ＣＰＵ４８は、ステップＳ４２の処理において、第２のバッテリ充電優先モードと判定
すると、第２のバッテリ７１を充電制御する（Ｓ４７）。そして、ＣＰＵ４８は、第２の
バッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ４８）。
なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ス
テップＳ４７に戻る処理を繰り返し行なう。
【００９２】
　また、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上になると、第
２のバッテリ７１の充電制御を停止して（Ｓ４９）、次に、第１のバッテリ７１ａを充電
制御する（Ｓ５０）。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の
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閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ５１）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッ
テリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステップＳ５０に戻る処理を繰り
返し行なう。
【００９３】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上になると
、第１のバッテリ７１ａの充電制御を停止して（Ｓ５２）、全ての処理を終了する。また
、ＣＰＵ４８は、ステップＳ４６の処理において、第２のバッテリ充電優先モードに選択
（設定）されていないと判断すると、図２８に示すように、第１のバッテリ充電優先モー
ドに操作されているか否かの判定を行なう（Ｓ４６）。なお、この第１のバッテリ充電優
先モードも、ユーザによって、複数の操作スイッチ４３、４４（図１～図４参照）のうち
の何れかを操作することで、設定できる構成となっている。
【００９４】
　ＣＰＵ４８は、ステップＳ５３の処理において、第１のバッテリ充電優先モードと判定
すると、第１のバッテリ７１ａを充電制御する（Ｓ５４）。そして、ＣＰＵ４８は、第１
のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ５５
）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上となるま
で、ステップＳ５４に戻る処理を繰り返し行なう。
【００９５】
　また、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上になると、
第１のバッテリ７１ａの充電制御を停止して（Ｓ５６）、次に、第２のバッテリ７１を充
電制御する（Ｓ５７）。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の
閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ５８）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッ
テリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステップＳ５７に戻る処理を繰り返
し行なう。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上に
なると、第２のバッテリ７１の充電制御を停止して（Ｓ５２）、全ての処理を終了する。
【００９６】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ５３の処理において、バッテリ残量優先モードが選択
設定）されていると判断すると、図２９に示すように、第１のバッテリ７１ａ残量が第２
のバッテリ７１残量よりも少ないか否かを判定する（Ｓ６０）。このバッテリ残量優先モ
ードも、ユーザによって、複数の操作スイッチ４３、４４（図１～図４参照）のうちの何
れかを操作することで、設定できる構成となっている。
【００９７】
　ＣＰＵ４８は、ステップＳ６０の処理において、第１のバッテリ７１ａ残量が第２のバ
ッテリ７１残量よりも少ないと判定すると、第１のバッテリ７１ａを充電制御する（Ｓ６
１）。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上とな
っているか否かを判定する（Ｓ６２）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充
電残量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステップＳ６１に戻る処理を繰り返し行なう。
【００９８】
　また、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上になると、
第１のバッテリ７１ａの充電制御を停止して（Ｓ６３）、次に、第２のバッテリ７１を充
電制御する（Ｓ６４）。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の
閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ６５）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッ
テリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステップＳ６４に戻る処理を繰り返
し行なう。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上に
なると、第２のバッテリ７１の充電制御を停止して（Ｓ６６）、処理を終了する。
【００９９】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ６０の処理において、第１のバッテリ７１ａ残量が第
２のバッテリ７１残量よりも多い、つまり、第２のバッテリ７１残量のほうが第１のバッ
テリ７１ａ残量よりも少ないと判定すると、第２のバッテリ７１を充電制御する（Ｓ６７
）。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上となって
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いるか否かを判定する（Ｓ６８）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量
が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステップＳ６７に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１００】
　また、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ａ以上になると、第
２のバッテリ７１の充電制御を停止して（Ｓ６９）、次に、第１のバッテリ７１ａを充電
制御する（Ｓ７０）。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の
閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ７１）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッ
テリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステップＳ５０に戻る処理を繰り
返し行なう。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ａ以
上になると、第１のバッテリ７１ａの充電制御を停止して（Ｓ７２）、全ての処理を終了
する。
【０１０１】
　以上に説明したように、このようなＣＰＵ４８の制御例により、各バッテリ７１、７１
ａの充電制御は、第１のバッテリ充電優先モード、第２のバッテリ充電優先モード、およ
びバッテリ残量優先モードの３モードをユーザによって選択（設定）することができる。
【０１０２】
　なお、軟性鏡２、または硬性鏡３は、ＡＣアダプタ７３、７４が商用電源に接続されて
いない状態のときには、図２４に示した、軟性鏡２、または硬性鏡３に表示装置５が載置
されたときに、図３０から図３６のフローチャートに示す処理に従って、表示装置５のＣ
ＰＵ４８が実施する着脱自在なバッテリ７１と、内蔵型のバッテリ７１ａを充電する制御
例が実行される。
【０１０３】
　先ず、軟性鏡２、または硬性鏡３に表示装置５が載置されると、表示装置５のＣＰＵ４
８は、コネクタ部５１、５２を介して、接続された装置の固体識別抵抗６４の抵抗値を認
識する（Ｓ８１）。そして、ＣＰＵ４８は、接続された軟性鏡２、または硬性鏡３に第１
のバッテリ７１ａが搭載されているか否を判断する（Ｓ８２）。
【０１０４】
　ＣＰＵ４８は、軟性鏡２、または硬性鏡３に第１のバッテリ７１ａが搭載されていない
場合、第２のバッテリ７１により表示装置５、およびこの表示装置５が載置された軟性鏡
２、または硬性鏡３へ給電制御する（Ｓ８３）。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ
７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となっているか否かを判定する（Ｓ８４）。なお、Ｃ
ＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ
８３に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１０５】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると、
第２のバッテリ７１の残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２にＯＳ
Ｄ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ８５）。
【０１０６】
　その後、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ８６）。なお、この充電残量の閾値Ｃは、充電残量の閾値Ｂより
もが少ない（小さい）値（Ｂ＞Ｃ）である。また、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の
充電残量が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ８５に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１０７】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下になると、
電力供給停止回路（不図示）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ８７）、
全ての処理を終了する。
【０１０８】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ４２の処理において、軟性鏡２、または硬性鏡３に第
１のバッテリ７１ａが搭載されていると判断すると、図３１に示すように、第１のバッテ
リ７１ａにより、表示装置５、およびこの表示装置５が載置された軟性鏡２、または硬性
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鏡３へ給電制御する（Ｓ８８）。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残
量が所定の閾値Ｄ以下となっているか否かを判定する（Ｓ８９）。なお、この充電残量の
閾値Ｄは、充電残量の閾値Ｂよりもが少ない（小さい）値であって、上述した充電容量の
閾値Ｃよりも多い（大きい）値である。つまり、閾値Ｂ，Ｃ、Ｄの関係は、Ｂ＞Ｄ＞Ｃと
なっている。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｄ以下
となるまで、ステップＳ８８に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１０９】
　また、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｄ以下となると、
第１のバッテリ７１ａ残量が第２のバッテリ７１残量よりも少ないか否かを判定する（Ｓ
９０）。
【０１１０】
　ＣＰＵ４８は、ステップＳ９０の処理において、第１のバッテリ７１ａ残量が第２のバ
ッテリ７１残量よりも少ないと判定すると、第１のバッテリ７１ａによる駆動電源を表示
装置５のみに給電制御する（Ｓ９１）。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１によ
る駆動電源を表示装置５が載置された軟性鏡２、または硬性鏡３へ給電制御する（Ｓ９２
）
　次に、ＣＰＵ４８は、図３２に示すように、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾
値Ｂ以下となっているか否かを判定する（Ｓ９３）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテ
リ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ９２に戻る処理を繰り返し
行なう。
【０１１１】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると、
第２のバッテリ７１の残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２にＯＳ
Ｄ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ９４）。
【０１１２】
　その後、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ９５）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が
所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ９５に戻る処理を行なう。
【０１１３】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下になると、
電力供給停止回路（不図示）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ９６）、
全ての処理を終了する。
【０１１４】
　なお、ＣＰＵ４８は、ステップＳ９２の処理の後、図３３に示すような制御例を実行し
ても良い。　
　具体的には、図３３に示すように、ＣＰＵ４８は、ステップＳ９２の処理の後、第１の
バッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下となっているか否かを判定する（Ｓ９７）
。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下となるまで
、ステップＳ９１に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１１５】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると
、第１のバッテリ７１ａの残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２に
ＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ９８）。
【０１１６】
　その後、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｃ以下となって
いるか否かを判定する（Ｓ９９）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残
量が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ９８に戻る処理を行なう。
【０１１７】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｃ以下となると
、第１のバッテリ７１ａ残量が第２のバッテリ７１残量よりも少ないか否かを判定する（
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Ｓ１００）。ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａ残量が第２のバッテリ７１残量よりも
少ないと判定すると、第１のバッテリ７１ａによる表示装置５の給電制御を停止し、第２
のバッテリ７１による駆動電源を表示装置５と、この表示装置５を載置している軟性鏡２
、または硬性鏡３の全ての装置へ切換えて給電制御する（Ｓ１０１）。ただし、このとき
、ＣＰＵ４８は、軟性鏡２、または硬性鏡３の一部機能を停止する制御を行なう。
【０１１８】
　次に、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となっている
か否かを判定する（Ｓ１０２）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が
所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ１０１に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１１９】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると、
第２のバッテリ７１の残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２にＯＳ
Ｄ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ１０３）。
【０１２０】
　その後、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ１０４）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量
が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ１０３に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１２１】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下になると、
電力供給停止回路（不図示）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ１０５）
、全ての処理を終了する。
【０１２２】
　なお、ステップＳ１００の処理において、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａ残量が
第２のバッテリ７１残量よりも多い（大きい）、つまり、第２のバッテリ７１残量が第１
のバッテリ７１ａ残量よりも少ない（小さい）と判定すると、電力供給停止回路（不図示
）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ１０６）、全ての処理を終了する。
【０１２３】
　また、図３１に戻って、ステップＳ９０の処理において、ＣＰＵ４８は、第１のバッテ
リ７１ａ残量が第２のバッテリ７１残量よりも多い（大きい）、つまり、第２のバッテリ
７１残量が第１のバッテリ７１ａ残量よりも少ない（小さい）と判定すると、図３４に示
すように、第２のバッテリ７１による駆動電源を表示装置５のみに給電制御する（Ｓ１０
７）。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａによる駆動電源を表示装置５が載置
された軟性鏡２、または硬性鏡３へ給電制御する（Ｓ１０８）。
【０１２４】
　次に、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ１０９）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残
量が所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ１０７に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１２５】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると
、第１のバッテリ７１ａの残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２に
ＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ１１０）。
【０１２６】
　その後、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｃ以下となって
いるか否かを判定する（Ｓ１１１）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電
残量が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ１１０に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１２７】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下になると、
電力供給停止回路（不図示）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ１１２）
、全ての処理を終了する。
【０１２８】
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　なお、ＣＰＵ４８は、ステップＳ１０８の処理の後、図３５に示すような制御例を実行
しても良い。　
　具体的には、図３５に示すように、ＣＰＵ４８は、ステップＳ１０８の処理の後、第２
のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となっているか否かを判定する（Ｓ１１３
）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となるまで
、ステップＳ１０８に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１２９】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると、
第２のバッテリ７１の残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２にＯＳ
Ｄ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ１１４）。
【０１３０】
　その後、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ１１５）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量
が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ１１４に戻る処理を行なう。
【０１３１】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下となると、
第２のバッテリ７１残量が第１のバッテリ７１ａ残量よりも少ないか否かを判定する（Ｓ
１１６）。ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１残量が第１のバッテリ７１ａ残量よりも少
ないと判定すると、第２のバッテリ７１による表示装置５の給電制御を停止し、第１のバ
ッテリ７１ａによる駆動電源を表示装置５と、この表示装置５を載置している軟性鏡２、
または硬性鏡３の全ての装置へ切換えて給電制御する（Ｓ１１７）。ただし、このとき、
ＣＰＵ４８は、軟性鏡２、または硬性鏡３の一部機能を停止する制御を行なう。
【０１３２】
　次に、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ１１８）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残
量が所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ１１７に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１３３】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると
、第１のバッテリ７１ａの残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２に
ＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ１１９）。
【０１３４】
　その後、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｃ以下となって
いるか否かを判定する（Ｓ１２０）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電
残量が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ１１９に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１３５】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると
、電力供給停止回路（不図示）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ１２１
）、全ての処理を終了する。
【０１３６】
　なお、ステップＳ１１６の処理において、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１残量が第
１のバッテリ７１ａ残量よりも多い（大きい）、つまり、第１のバッテリ７１ａ残量が第
２のバッテリ７１残量よりも少ない（小さい）と判定すると、電力供給停止回路（不図示
）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ１２２）、全ての処理を終了する。
【０１３７】
　以上に説明したように、表示装置５と、この表示装置５が載置された軟性鏡２、または
硬性鏡３への各バッテリ７１、７１ａによる電源供給を効率良く制御することができる。
また、各バッテリ７１、７１ａの残量が低下すると、表示装置５のＬＣＤ４２に警告を表
示させて、ユーザに告知する構成となっている。さらに、各バッテリ７１、７１ａ残量の
低下に伴って、システムを安全に停止させることができる。
【０１３８】
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　なお、軟性鏡２、および硬性鏡３の第２のバッテリを予備用バッテリとしても良い。こ
のように、第２のバッテリが予備用バッテリである場合、図３６に示すような制御例を実
行しても良い。
【０１３９】
　具体的には、図３６に示すように、先ず、軟性鏡２、または硬性鏡３に表示装置５が載
置されると、表示装置５のＣＰＵ４８は、コネクタ部５１、５２を介して、接続された装
置の固体識別抵抗６４の抵抗値を認識する（Ｓ１３１）。そして、ＣＰＵ４８は、接続さ
れた軟性鏡２、または硬性鏡３に第１のバッテリ７１ａが搭載されているか否を判断する
（Ｓ１３２）。
【０１４０】
　このステップＳ１２３の処理において、ＣＰＵ４８は、軟性鏡２、または硬性鏡３に第
１のバッテリ７１ａが搭載されていると判断すると、第１のバッテリ７１ａにより、表示
装置５、およびこの表示装置５が載置された軟性鏡２、または硬性鏡３へ給電制御する（
Ｓ１３３）。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以
下となっているか否かを判定する（Ｓ１３４）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７
１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ１３３に戻る処理を繰り返し
行なう。
【０１４１】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると
、第１のバッテリ７１ａの残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２に
ＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ１３５）。
【０１４２】
　その後、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｃ以下となって
いるか否かを判定する（Ｓ１３６）。なお、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電
残量が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ１３５に戻る処理を繰り返し行なう。
【０１４３】
　そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電残量が所定の閾値Ｃ以下になると
、第２のバッテリ７１に切換えて、この第２のバッテリ７１によって表示装置５、および
この表示装置５が載置された軟性鏡２、または硬性鏡３へ給電制御する（Ｓ１３７）。
【０１４４】
　次に、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となっている
か否かを判定する（Ｓ１３８）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が
所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ１３７に戻る処理を繰り返し行なう。そして、
ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると、第２のバッ
テリ７１の残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２にＯＳＤ（オンス
クリーンディスプレイ）表示する（Ｓ１３９）。
【０１４５】
　その後、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ１４０）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量
が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ１３９に戻る処理を行なう。そして、ＣＰＵ
４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下になると、電力供給停止回路
（不図示）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ１４１）、処理を終了する
。
【０１４６】
　また、ＣＰＵ４８は、ステップＳ１３２の処理において、軟性鏡２、または硬性鏡３に
第１のバッテリ７１ａが搭載されていない場合、第２のバッテリ７１により表示装置５、
およびこの表示装置５が載置された軟性鏡２、または硬性鏡３へ給電制御する（Ｓ１４２
）。そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下となって
いるか否かを判定する（Ｓ１４３）。なお、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残
量が所定の閾値Ｂ以下となるまで、ステップＳ１４２に戻る処理を繰り返し行なう。
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【０１４７】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｂ以下になると、
第２のバッテリ７１の残量が残りわずかである旨の警告を表示装置５のＬＣＤ４２にＯＳ
Ｄ（オンスクリーンディスプレイ）表示する（Ｓ１４４）。
【０１４８】
　その後、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下となってい
るか否かを判定する（Ｓ１４５）。また、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量
が所定の閾値Ｃ以下となるまで、ステップＳ１４４に戻る処理を行なう。
【０１４９】
　そして、ＣＰＵ４８は、第２のバッテリ７１の充電残量が所定の閾値Ｃ以下になると、
電力供給停止回路（不図示）を駆動制御して、システムを安全に停止させて（Ｓ１４６）
、処理を終了する。
【０１５０】
　このようなＣＰＵ４８による制御例によって、第１のバッテリ７１ａの残量が低下した
とき、予備用バッテリである第２のバッテリ７１による電源供給を行なうことができる。
【０１５１】
　次に、図２５に示した、内蔵型の第１のバッテリ７１ａが設けられた軟性鏡２、または
硬性鏡３に、バッテリ４０が設けられた表示装置５が載置されたとき、およびモニタホル
ダ４にバッテリ４０が設けられた表示装置５が載置されたときに、表示装置５のＣＰＵ４
８が実施する制御例について、図３７、および図３８のフローチャートに示す処理に従っ
て、以下に説明する。
　先ず、図２５に示す、表示装置５がモニタホルダ４に載置されると、表示装置５内のバ
ッテリ４０の充電が開始される。なお、モニタホルダ４は、ＡＣアダプタ７４が接続され
、このＡＣアダプタ７４が商用電源に接続された状態である。
【０１５２】
　この状態において、ＣＰＵ４８は、図３７に示すように、バッテリ４０を充電する（Ｓ
１５１）。そして、ＣＰＵ４８は、バッテリ４０の充電容量が閾値Ａ以上となっているか
否かを判定する（Ｓ１５２）。なお、ＣＰＵ４８は、バッテリ４０の充電容量が所定の閾
値Ａ以上となるまで、ステップＳ１５１に戻る処理を繰り返し行なう。このステップＳ１
５２の処理において、ＣＰＵ４８は、バッテリ４０の充電容量が所定の閾値Ａ以上となっ
た場合、バッテリ４０への充電を停止して（Ｓ１５３）、全ての処理を終了する。
【０１５３】
　そして、表示装置５がモニタホルダ４から取り外され、軟性鏡２、または硬性鏡３に載
置されると、ＣＰＵ４８は、図３８に示すように、バッテリ４０から第１のバッテリ７１
ａへの充電を行なう（Ｓ１６１）。そして、ＣＰＵ４８は、第１のバッテリ７１ａの充電
容量が閾値Ａ以上となっているか否かを判定する（Ｓ１６２）。なお、ＣＰＵ４８は、第
１のバッテリ７１ａの充電容量が所定の閾値Ａ以上となるまで、ステップＳ１６１に戻る
処理を繰り返し行なう。このステップＳ１６２の処理において、ＣＰＵ４８は、第１のバ
ッテリ７１ａの充電容量が所定の閾値Ａ以上となった場合、バッテリ４０からの第１のバ
ッテリ７１ａへの充電を停止して（Ｓ１６３）、全ての処理を終了する。
【０１５４】
　このように、充電の作業は、表示装置５のバッテリ４０がＡＣアダプタ７４を介して商
用電源に接続されたモニタホルダ４によって充電され、バッテリ４０が充電された後に、
表示装置５を軟性鏡２、または硬性鏡３に載置して、バッテリ４０から第１のバッテリ７
１ａとなるようにしても良い。
【０１５５】
（第４の実施の形態）
　次に、本発明の第４の実施の形態の内視鏡システムについて説明する。なお、ここでも
以下、上述した第１の実施の形態の内視鏡システム１と同一の構成要素については、同じ
符号を用いてそれら構成要素の具体的な説明を省略する。　
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　また、図３９から図４１は、本発明の第４の実施の形態に係り、図３９は表示装置が軟
性内視鏡装置に載置された状態を示す斜視図、図４０はコネクタ部を介して接続された軟
性内視鏡装置とモニタホルダの内部構成を示すブロック、図４１は変形例を示し、コネク
タ部を介して接続された軟性内視鏡装置とモニタホルダの内部構成を示すブロックである
。
【０１５６】
　本実施の形態の内視鏡システム１における軟性内視鏡装置（以下、ここでも軟性鏡と略
記する）２ａは、図２２から図２５に示したようにバッテリ７１，７１ａを有する構成に
おいて、バッテリ７１，７１ａを内蔵するためのバッテリ内蔵部を構成する略矩形ボック
ス形状の把持部１９が挿入部１０と湾曲操作部１６との間に設けられている。
【０１５７】
　本実施の形態の軟性鏡２ａは、挿入部２の可撓管部１３が把持部１９の端面から折れ止
め部１４により連設されており、ユーザとなる内視鏡操作者側に延設している。つまり、
軟性鏡２ａは、ユーザが表示装置５のＬＣＤ４２が正対するように把持部１９を把持した
状態において、挿入部１０が手前側に延出するような形態で使用するものである。
【０１５８】
　また、挿入部１０は、可撓管部１３との連結部を構成している折れ止め部１４箇所にお
いて、把持部１９に対して、所定の位置を基準として略±９０°、つまり１８０°の範囲
で回動自在な構成となっている。つまり、可撓管部１３は、把持部１９に対して、長手回
りに１８０°の範囲に回動自在な構成となっている。
【０１５９】
　このように本実施の形態の軟性鏡２ａは、可撓管部１３を含む挿入部１０全体が把持部
１９に対して略±９０°回動自在とした構成によって、ユーザはＬＣＤ４２による観察が
容易となる。また、ユーザが表示装置５のＬＣＤ４２を観察し易い位置などへ把持された
状態が変更された場合に挿入部１０の可撓管部１３が捩れてしまうことがないため、操作
性がより向上した構成とすることができる。さらに、軟性鏡２ａは、可撓管部１３を把持
部１９からユーザの使用時に手前側に延出するようにしたことによって、湾曲操作部１６
付近に装置全体の重心位置を設定することが可能となるため、ユーザが把持部１９を把持
してバランス良く使用することができる構成となり、長時間の内視鏡操作においてもユー
ザによる使用時の疲労が軽減する。
【０１６０】
　先ず、本実施の形態の軟性鏡２ａは、図４０に示すように、ＣＣＵ６１に接続され、入
力された信号を所定に符号化するビデオデコーダ８１が配設されている。また、この軟性
鏡２ａに載置され、接続される表示装置５には、ビデオエンコーダ４５とＣＰＵ４８の間
にデータ変換部であるスケーラ８２が介装されている。このスケーラ８２は、ＪＰＥＧコ
ーデック４６、およびＭＰＥＧコーデック４７とも電気的に接続されている。
【０１６１】
　さらに、本実施の形態の表示装置５には、ＣＰＵ４８、およびスケーラ８２に接続され
たＨＤＭＩトランスミッタ８３と、このＨＤＭＩトラッスミッタ８３の終端となるＨＤＭ
Ｉ端子８４と、ビデオエンコーダ４５に接続されたＳ端子８５と、が配設されている。
【０１６２】
　本実施の形態では、表示装置５のＣＰＵ６１は、軟性鏡２ａに内蔵された固体識別抵抗
６４によりイメージャユニット６の画素数を認識する。なお、軟性鏡２ａは、固体識別抵
抗６４に変えて、ＥＥＰＲＯＭを備え、Ｉ２Ｃ通信を利用して、イメージャユニット６の
画素数情報を表示装置５のＣＰＵ６１に伝送するようにしても良い。
【０１６３】
　軟性鏡２ａのビデオデコーダ８１から出力された映像（画像）データは、表示装置５の
スケーラ８２に入力される。そして、ＣＰＵ４８は、イメージャユニット６とＬＣＤ４２
の画素数が異なると認識した場合、スケーラ８２に対して、ビデオデコーダ８１から出力
された映像データをＬＣＤ４２に最適な画像サイズとなるようにスケーリング処理を実行
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するように指示し、スケーラ８２は、ビデオエンコーダ４５に最適な画像サイズの映像デ
ータを出力するように処理する。
【０１６４】
　同様に、ＪＰＥＧコーデック４６、またはＭＰＥＧ４コーデック４７から出力される静
止画、動画などの記録データにおいても、ＣＰＵ４８は、イメージャユニット６とＬＣＤ
４２の画素数が異なると認識した場合、スケーラ８２に対してＬＣＤ４２に最適な画像サ
イズに表示できるようにスケーリング処理を指示し、スケーラ８２は、その指示に基づき
、映像データを変換して、ビデオエンコーダ４５に出力する。
【０１６５】
　つまり、ＣＰＵ４８は、スケーラ８２に対して表示装置５に搭載されたＬＣＤ４２の画
像サイズに合わせて、映像データを切り出し、拡大、補完などの処理するように指示し、
スケーラ８２によって、最適な画像サイズへと変換処理が行われる。その後、ビデオエン
コーダ４５にその処理された映像データが出力される。そして、ビデオエンコーダ４５は
、ＬＣＤ４２に映像データを出力して、画像を表示させる。なお、イメージャユニット６
のサイズとしては、ＱＶＧＡ、ＣＩＦ、ＶＧＡ、ＷＶＧＡ、ＸＧＡ、ＨＤＴＶなど、種々
のサイズを利用することは勿論である。
【０１６６】
　また、ＨＤＭＩ端子８４、またはＳ端子８５は、外部モニタと接続して、内視鏡画像を
表示させる場合に外部映像出力端子となる。このように表示装置５は、ＨＤＭＩ端子８４
、またはＳ端子８５を介して外部モニタと接続された場合、ＣＰＵ４８からスケーラ８２
に送信されるコマンドにより、接続された外部モニタに応じた画像サイズに設定すること
ができる。つまり、ＣＰＵ４８のコマンドの選択に応じて、接続される外部モニタの規格
に合わせてビデオエンコーダ４５から出力される映像が選択させる。
【０１６７】
　尚、ビデオデコーダから出力され、軟性鏡２ａと表示装置５との間で授受される映像デ
ータは、パラレルデジタルデータ、シリアルデジタルデータ、ＬＶＤＳ差動シリアルデー
タ、ＵＳＢ等、各種用いることができる。
【０１６８】
　以上に説明したように、軟性鏡２ａのイメージャユニット６の種々の画像サイズと、表
示装置５のＬＣＤ４２の種々の画像サイズを任意に組み合わせることができる。これによ
り、本実施の形態の構成では、検査現場に応じたＬＣＤ４２の画像サイズ、解像度の選択
など、最適な画像をどのような装置の組合せにおいても入手できるため、接続できる装置
に制約がなくなる。すなわち、表示装置５と装置本体（ここでは軟性鏡２ａなど）とが一
対一で接続することが必須でなくなるため、仮に一方の装置本体が製造販売中止になった
としても他方の装置に表示装置５を取り付けて使用することができる。それゆえ、製造業
者、およびユーザは、利便性が向上し、且つ安価な内視鏡システム１を利用することがで
きる。
【０１６９】
（変形例）
　スケーラ８２は、図４１に示すように、軟性鏡２ａに配設しても良い。このような構成
では、静止画、または動画記録を実行する場合、スケーラ８２によって処理された映像（
画像）データを記録するか、未処理状態の映像データを記録するかを選択できる機能が設
けられている。なお、この映像データを記録するメモリは、表示装置５の第１のメモリ４
９ａ、および第２のメモリ４９ｂの他、図１８に示したような軟性鏡２ａの第３のメモリ
６８ａ、および第４のメモリ６８ｂに記録できるような構成としても良い。その他は、図
４０に示して説明した構成と同様であって、ＣＰＵ４８などによる同様な処理が実行され
る。
【０１７０】
　以上に説明した本実施の形態では、軟性鏡２ａの構成のみを説明したが、以上に説明し
た各種構成は勿論、硬性鏡３に適用可能である。
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【０１７１】
　また、上述の各実施の形態の軟性鏡２，２ａ、および硬性鏡３は、ＬＥＤ照明７を先端
部分に配置した構成としたが、ＬＥＤ光源を内部に配置し、挿入部１０，２１内にＬＥＤ
光源からの照明光を伝送するライトガイドが設けられた構成としても良い。
【０１７２】
　以上に説明したように、本発明の内視鏡システム１は、機能の異なる内視鏡２，３が適
宜選択可能であって、表示装置５を各内視鏡２，３に共通して載置することができるよう
にして、各種検査に用いられることで、作業効率を向上させる構成となっている。

【図１】 【図２】
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